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糸状菌（カビ）が特異的に分泌する低分子量界面活性蛋白質ハイドロフォビンは、
固体表面に吸着し、棒状の自己組織化構造rodletを形成する。ハイドロフォビンが
吸着した固体表面は湿潤性が逆転する。ハイドロフォビンは糸状菌の気中菌糸や胞
子、分生子表面に局在することで、それらを疎水性にし、気中菌糸の形成や分生子
の気中分散に寄与している。本課題申請では、麹菌Aspergillus oryzae のハイドロ
フォビンの生態学的機能を解析することを目的とし、まずハイドロフォビン破壊株
を作製し、その分生子表面を走査型プローブ顕微鏡で観察することで分生子表面
のrodletの存在の有無を確認する。

実験
Experimental

麹菌を寒天培地上で生育し、コロニーを形成させる。コロニー上に形成された分生
子を回収し、グルタルアルデヒド溶液を用いて分生子を固定する。ガラス表面に分
生子を吸着させ、AFMで分生子表面の液中観察を行う。

結果と考察
Results and Discussion

分生子がガラス表面にしっかり吸着しておらず、液中で浮いてきてしまい、カンチ
レバーに吸着するなどして、分生子表面を観察することはできなかった。分生子を
基板上にしっかり吸着させ、動かないようにする方法を考案する必要がある。
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